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本講究録は， 2005年 12月 19日～ 22日に？京都大学教理解析学研究所で開催された研究集会

「Comp凶 erAlgebra -D倒 ignof Algorithms, Imple皿.entationsand Appli伺 t初回」の報告集であ

る本研究集会では1件の特別招待講演と 41件の一般講演があった内容は，多岐に護り，活発な

議論がなされた．若手研究者（大学院生を含む）の発表が前年より増加した点は，研究分野の将来を

考えるに，喜ばしいことであろう．

特別招待講演では，大石進一先生（早大）に精度保証付数値計算のチュートリアルをしていただい

た ComputerAlgebraは記号代数的計算とも呼べるもので，一般的な数値軒算法とは異なる性質

を持っている．数値計算との融合は古くからあるテーマではあるが，まだまだ発展途上の段階に過

ぎないように患われる．配号代数的計算が数値計算土の優劣を競うのではなく，互いに補完し合う

ことで？革新的な計算方法へと亮展する余地は大きく，実際の工学等への応用研究がその突破口に

なるのではと期待している．

前年同様に，種々の理由により講究録の刊行が遅くなってしまったことをお詫びする．
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